
第１回 嘉麻市森林・林業・林産業振興協議会 会議録 

 

１．審議会等の名称   嘉麻市森林・林業・林産業振興協議会 

２．開催日時      令和７年６月３０日（月）１０時３０分～１１時３０分 

３．開催場所      嘉麻市役所 ５階 委員会室３ 

４．公開又は非公開   公開 

５．非公開の理由    （会議を非公開とした場合のみ） 

６．出席者 

 （１）委員 

    会長：坂田 裕輔   副会長：豊田 一元 

    平畑 英幸、山田 久能、大里 正裕、橋本 武彦、原田 あかね、松永 愛音、 

    有田 芳行、坂本 住夫 

    （欠席委員：大里 茂晴、田中 都幸） 

 （２）執行機関 

    農林振興課 課長 飯田 康宏  係長 長野 卓 

          林務係 立林 政則 

７．傍聴人数      ０人 

８．議題及び審議の内容 

【次第】 

 １．委嘱書交付 

 ２．各委員自己紹介 

 ３．議事 

 （１）会長、副会長の互選について 

 （２）嘉麻市森林(もり)づくり基本計画【中間見直し】について 

 （３）今後のスケジュールについて 

 （４）その他 

【審議内容】 

 １．委嘱書交付 

  委嘱書の交付に当たり、机上交付とすることについて事務局から説明し、各委員は委嘱書等を確

認した。 

 

 ２．各委員自己紹介 

  第１回目の会議であるため、各委員から自己紹介を行った。 

 

 



 ３．議事 

 （１）会長、副会長の互選について 

   事務局から、協議会の会長、副会長の選出について、委員に諮ったところ、「事務局一任」との

発言があった。そこで各委員に確認し、了承を得たため、事務局から会長に坂田裕輔委員、副会

長に豊田一元委員を提案。出席委員の了承を得た。 

 

 （２）嘉麻市森林(もり)づくり基本計画【中間見直し】について 

  ○事務局 

    嘉麻市森林づくり基本計画の中間見直しについて、基本計画の中間見直し「概要版」に沿っ

て内容を説明。また、計画に掲げた目標に対する令和６年度の実績について、進捗表に沿って

説明した。 

  ○豊田副会長 

    目標の１つ、「緑の少年団」の設置校を増やすというのは、市内に義務教育学校が設置され、

統合が進む中、現状に合わないのではないか？ 

  ○事務局 

    副会長の指摘のとおり、計画策定時に８校あったうち３校が小中一貫の義務教育学校になり、

以前緑の少年団があった足白小学校も嘉穂小学校に統合された現状では、学校を単位とした取

り組みは実態にそぐわないと考える。第２次基本計画の策定に向けて、木育という視点からも、

子どもが森林や木に触れ合う機会を増やすような課題を掲げたい。 

  ○大里委員 

    「素材生産量の増加」という項目の中、木材価格の上昇について触れられているが、実際ど

のくらいの価格になっているのか？ 

  ○山田委員 

    市況により変動がありますが、現在、スギが１㎥当り 11,000 円、ヒノキが１㎥当り 14,000

円ぐらいの価格になっています。 

    主伐、利用間伐については、主に森林経営計画に沿って進めているが、搬出するための道が

ないところが多い。作業道の整備も課題です。 

  ○坂田会長 

    広葉樹の植栽が進んでいるとのことだが、その後のモニタリングはしているのか？ 

  ○事務局 

    広葉樹の植栽についても、主に荒廃森林整備事業による植栽を実施しており、ツリーシェル

ターによる獣害対策も行っている。また、同事業で３年間下草刈りを実施し、成長の経過を確

認している。どの植栽地でも、おおむね良好に育っている。 

  ○坂田会長 

    植栽する樹種は？ 



  ○事務局 

    苗の価格や調達のしやすさから、クヌギを選んでいる。植栽面積が増える一方で、苗が成長

した後のツリーシェルターの撤去・処分が今後の課題となっている。 

  ○有田委員 

    荒廃竹林の整備について、竹林の分布や荒廃度合い等についての資料はあるのか？ 

  ○事務局 

    竹林の分布について、福岡県が編成した森林簿と森林整備計画図があり、５年に１度更新さ

れているが、その荒廃度合いについては把握できていない。ただ、タケノコ生産等のため管理

や整備された竹林の方が少ないと思うので、大半が荒れているのではないかと考える。 

  ○有田委員 

    目標に掲げられているのは人工林への竹の侵入対策と思うが、竹林そのものの荒廃に対する

対策は考えているか？ 

  ○事務局 

    当初計画では整備面積を把握するため、荒廃森林整備事業による人工林への侵入竹除伐を指

標にしたが、次期計画では、竹林対策についての目標も設定できればと考える。 

  ○有田委員 

    その竹林対策に関してですが、現在、市が助成している放置竹林対策事業を行っているが、

発生した竹チップの上手い活用方法がないかと。 

  ○坂本顧問 

    県の森林林業技術センター等で竹の研究をしていた野中重之さんが、現在、竹林利活用アド

バイザーとして活躍しておられ、肥料としての活用を指導している。また、竹紛に真砂土やに

がり等を混ぜて固化させる技術で、庭や公園等の舗装材を製造・販売している会社もある。活

用方法について、次の計画の中にうまく盛り込めたら良いと思う。 

  ○坂田会長 

    現在の目標に対する実績を確認、整理する中で、さまざまな課題も出てきた。来年の第２次

基本計画の策定に向け、整理をしていく必要があると思う。 

─── 議題（２）について了承。 

 

 （３）今後のスケジュールについて 

  ○事務局 

    会議の今後のスケジュールですが、今年度はもう１回会議を予定しており、基本計画中間見

直し後の令和７年度における実績の報告と、第２次基本計画の審議スケジュールについて協議

する予定です。時期は、来年に入ってからになる。 

  ○坂田会長 

    事務局から今後のスケジュールについて説明があったが、質問等ありますか？ 



  （質問・意見等なし） 

  ○坂田会長 

    それでは、第１回目の会議を終了します。お疲れさまでした。 

 

 閉 会 

 

９．配布資料 

 ・令和７年度 第１回 嘉麻市森林・林業・林産業振興協議会 レジメ 

 ・嘉麻市森林(もり)づくり基本計画［中間見直し］ 

 ・嘉麻市森林(もり)づくり基本計画［中間見直し］概要版 

 ・嘉麻市森林づくり基本計画［中間見直し］の目標に対する実績 


